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iNOS：lnducible nitric oxide synthase 誘導型一酸化窒素合成酵素
AST：Aspartate amino transferase アスパラギン酸アミノ基転移酵素（GOT）
ALT：Alanine amino transferase アラニンアミノ基転移酵素（GPT）
NF・Kd］ ： Nuclear factor kappa B 免疫グロブリンK鎖遺伝子発現のエンハンサーB断片
IKB ： lnhibitor kappa B
IKK ： lnhibitor kappa B kinase
：LT：Leukotrien ロイコトリエン








































































痙痛 知覚神経系の刺激 ブラジキニン、PGE2、 LTB4
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素材名 作用 臨床 備考（参考文献1
キャッツクロー 抗関節炎・抗炎症作用 ○ （18｝〔33）
デビルズクロー 抗関節炎・抗炎症作用 ○ （28｝（33｝
ll型コラーゲン 抗関節炎作用 ○ リウマチ関節炎〔36｝
グルコサミン 抗炎症作用 ○ 骨関節炎 （23）（24）
MSM 抗関節炎・抗炎症作用 ○ 痛みと炎症の緩和（221
DHA 抗炎症作用 ○ （3ω｛31｝
アスタキサンチン 抗炎症作用 × 〔29｝
ショウガエキス 抗関節炎・抗炎症作用 × 〔17）
シソエキス 抗アレルギー・抗炎症作用 ○ 花粉症にも有効 （371
トマト果皮ポリフェノール 抗アレルギー作用 ○ 花粉症にも有効 〔2ω
グルタミン 抗腫瘍・抗炎症作用 × （32）
コンドロイチン硫酸 抗関節炎作用 ○ サメ軟骨 ｛26｝（271
ボスウェリア 抗炎症作用 ○ （25｝
ラフィノース 抗アレルギー作用 ○ オリゴ糖 〔21）
ベニフウキ 抗アレルギー作用 ○ メチル化カテキン（34）
ワサビ 抗アレルギー作用 ○ チオヘキシル 〔38｝





















































 ・Thiazoly Blue Tetrazolium Bromide，approx 98％TLC（SIGMA）：MTT Assayに使用
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2・6．RAW264．7細胞の培養
RAW264．7：マウスマクロファージ由来の細胞（大日本住友製薬）
In vitro実験において炎症メディエーターであるNO（Nitric oxide）、 TNF一α（Tumor necros
is factor 一 alpha）、 PGE2（ProstaglandinE2）の細胞からの産生量の測定に使用した。







 96well plateにRAW264．7細胞を2×105 celYwell（100 pl）と4倍濃度のサンプルとLPS
（1pg／ml）を含むメディウム（100111）を加えて16～24時間培養した。培養後、測定用プレー
トに培養上澄（100111）を回収し、Griess試薬（1％Sulfanilamide、0．10／・Nnaphthylethylene

















 96well plateにRAW264．7細胞を2×105 ce■／well（100111）と4倍濃度のサンプルと1．PS
（1pg／ml）を含むメディウム（100111）を加えて16～24時間培養した。培養後、各wellから培
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Fr．1 Fr．2 Fr．3 Fr．4
錦嚢ぎ駅・1澱
@ざ撫賦騰製   ODS column 159        70％MeOH （1．5 vo









































































      （A）足踪の容積変化 （B｝足下の厚さ変化
チョウセンマキ粗抽出物：1000mglkg、 Dexamethasone：1mg／kg
     Each value represents mean ± S．E． （n＝5）










































     （C）足踪の容積変化 （D）足蹄の厚さ変化
ヘキサン画分：156mglkg、90％メタノール画分：310 mglkg、
   ブタノール二分：186mglkg、水一②二分：615 mglkg
    Each value represents mean ± S．E． （n＝5）



































 O 1 2 3 4 5           Time（h）
  図6チョウセンマキ分画物によるカラゲニン浮腫抑制効果
      （E）足踪の容積変化 （F）足踪の厚さ変化
   Fr．1・一4混合物：152．5 mg／kg、 Fr．5・1：17 mg／kg、
     Fr．5’2 ：12．5 mg／kg． Fr．5’3 ：38．4 mg／kg
Each value represents mean ± S．E． （n＝5） ＊ ＊ ： p〈O．Ol vs Control




















＊ ＊  ＊ ＊ ＊ ＊  ＊
    図7チョウセンマキ分画物によるNO産生抑制効果
LPSのみを加えたRAW264．7細胞（Control）のNO産生量を100％とした。
       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）




















     Fr．1 Fr．2 Fr．3 Fr．4 Fr．5
    図8チョウセンマキFr．1～5によるNO産生抑制効果
LPSのみを加えたRAW264．7細胞（Control）のNO産生量を100％とした。
       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）































     ＊＊＊  ＊ xg＊＊＊
〆ゼごゴ響ご土蝉劇
     Fr．5’1 Fr．5－2 Fr．5－3
   図9チョウセンマキFr．5－1～5－3によるNO産生抑制効果
LPSのみを加えたRAW264．7細胞（Control）のNO産生量を100％とした。
       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）











































       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）
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    1、PSのみを加えたRAW264．7細胞をControlとした。
       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）
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一 十 十 十 十 十 十
      粗抽出物
                  Fr．5－2
図12チョウセンマキ粗抽出物とFr．5－2によるPGE2産生抑制効果
    LPSのみを加えたRAW264．7細胞をControlとした。
       Each value represents mean ± S．E． （n＝3）



























    蒸留水のみを投与した群をControlとした。
   Each value represents mean ± S．E． （n＝10）































    蒸留水のみを投与した群をControlとした。
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血漿、白血球の浸潤
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血漿、白血球の漫潤
































































                   細胞核
図19NF一κB活性化抑制メカニズムの一例









粗抽出物 ○ ○ ○
90メタノール三分 ○ × ○
ブタノール二分 ○ × ○
Fr．5 ○ × ×
Fr，5－2 ○ ○ ○




















































































































    ハマユウ：既に抗炎症効果が報告されていたため、特に実験は行わないが、
         Positive con七rolとしてカラゲニン浮腫実験に使用できる。
  モクレンの花：NO産生抑制効果の確認済み。サンプル量不足のため実験停止中。
・ムサンプル：カラゲニン浮腫抑制効果の再現性が得られ難く、また作用も弱いため保
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